















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































清吏司 主事 員外郎 郎中
浙江司 4→ 4→ 6 1→ 1→ 1 1→ 1→ 1
江西司 4→ 4→ 5 1→ 1→ 2 2→ 1→ 1
湖広司 4→ 4→ 4 1→ 1→ 1 1→ 1→ 2
陝西司 4→ 4→ 6 11→ 1→ 1 1→ 3→ 3
広東司 4→ 2→ 2 1→ 1→ 1 1→ 1→ 1
山東司 4→ 3→ 5 1→ 1→ 1 2→ 2→ 2
福建司 4→ 4→ 6 1→ 1→ 1 1→ 1→ 1
河南司 4→ 4→ 5 1→ 1→ 1 1→ 1→ 1
山西司 5→ 4→ 4 1→ 1→ 2 3→ 4→ 4
四川司 4→ 3→ 3 1→ 1→ 1 1→ 1→ 1
広西司 4→ 2→ 3 1→ 1→ 1 1→ 1→ 1
貴州司 4→ 3→ 3 1→ 1→ 1 1→ 3→ 3






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「巻数」本数 本省の事務 専門的項目 その他
堂稿 「20」352
浙江司 「1」4 13（92.9%） 0 1
江西司 「1」4 4（100%） 0 0
湖広司 「2」31 31（100%） 0 0
福建司 「4」67 福建 10（14.9%）、
北直隷57（85.1%）
0 0
山東司 「7」122 山東 8（6.6%）、
遼東 6（4.9%）
塩課 95（77.9%） 13
山西司 「2」31 27（87.1%） 捐納 4（12.9%） 0
河南司 「1」9 9（100%） 0 0
陝西司 「4」56 46（82.5%） 茶法 6（10.7%）、
賦役全書4（7.1%）
0
四川司 「5」67 四川 8（11.9%）、
南直隷59（88.1%）
0 0
広東司 「1」9 2（22.2%） 戸部内の人事 6
（66.7%）
1
広西司 「4」51 2（3.9%） 倉・場の管理 49
（96.1%）
0
雲南司 「17」241 4（1.7%） 漕運 237（95.0%） 8
貴州司 「2」29 12（41.4%） 鈔関 17（58.6%） 0
新餉司 「36」699 0 新餉の管理 699
（100%）
0
冊庫 「1」8 0 全国収支・滞納
状況 3（37.5%）
5
辺餉司 「11」167 0 旧餉の管理 167
（100%）
0
総計 「119」1957
括弧内は比率。「本省の事務」とは省内の財政及び『万暦会典』で
規定される地域の財政を指す。「専門的項目」とは捐納など全国規
模の財源の管理を指す。「その他」には上記両者として分類し難い
ものである。
93 明末の財政管理について（時）
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
名
が
名
づ
け
ら
れ
た
各
清
吏
司
は
、
各
地
方
の
税
金
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
振
ら
れ
た
財
政
項
目
の
処
理
こ
そ
が
主
要
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
②　
戸
部
が
重
視
し
て
い
た
財
政
問
題
「
各
司
」
に
収
録
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
の
上
奏
文
の
数
と
内
容
に
よ
っ
て
、
当
時
の
財
政
的
問
題
や
そ
の
原
因
に
つ
い
て
あ
る
程
度
判
断
で
き
る
。
両
京
十
三
省
の
中
で
、
管
轄
区
域
の
事
務
の
み
に
関
す
る
上
奏
文
が
や
や
多
い
の
は「
湖
広
司
」で
あ
る
。
た
だ
し「
湖
広
司
」
で
七
割
を
超
え
た
上
奏
文
（
三
十
一
本
中
の
二
十
一
本
）
は
湖
広
省
に
お
け
る
王
府
贍
田
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
恐
ら
く
以
下
の
二
つ
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
一
つ
は
明
末
（
崇
禎
年
間
）
の
時
点
で
は
、
明
朝
の
各
省
の
中
で
湖
広
省
に
分
封
さ
れ
た
藩
王
が
最
も
多
く
、持
つ
土
地
面
積
も
最
も
広
か
っ
た
こ
と
で
あ
る）24
（
。
も
う
一
つ
は
、
恵
王
、
桂
王
が
湖
広
省
に
移
封
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る）25
（
。
王
府
に
関
す
る
類
似
し
た
ケ
ー
ス
は
「
福
建
司
」、
及
び
「
山
東
司）26
（
」
で
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
末
に
い
た
る
と
、
藩
王
に
支
給
さ
れ
る
俸
禄
は
財
政
支
出
全
体
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
割
合
を
占
め
る
も
の
で
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
藩
王
、
外
戚
な
ど
は
臣
下
た
る
者
が
安
易
に
処
置
で
き
な
い
難
題
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う）27
（
。
福
建
清
吏
司
は
北
直
隷
の
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。
北
京
は
国
家
の
辺
境
に
程
近
く
、
ま
た
国
家
の
首
都
で
も
あ
っ
た
た
め
、
明
末
に
も
数
度
に
わ
た
っ
て
清
朝
の
侵
入
を
受
け
た）28
（
。
こ
こ
で
北
直
隷
が
清
朝
に
よ
り
蹂
躙
さ
れ
た
た
め
、
こ
う
し
た
地
方
の
税
金
免
除
の
検
討
に
関
す
る
上
奏
文
が
「
福
建
司
」
に
多
く
収
録
さ
れ
た
。
一
方
、
南
直
隷
に
触
れ
た
上
奏
文
が
多
い
の
は
、
両
京
の
一
つ
と
し
て
の
南
京
の
政
治
的
地
位
に
起
因
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
域
の
果
た
す
経
済
的
な
役
割
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
南
直
隷
は
明
朝
の
漕
運
の
中
で
、
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
明
朝
の
漕
運
の
責
任
者
で
あ
る
漕
運
総
督
は
も
と
も
と
鳳
陽
巡
撫
を
兼
任
す
る）29
（
。
そ
の
上
、
漕
運
を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
南
糧
と
白
糧
に
関
す
る
問
題
も
「
四
川
司
」
の
中
に
頻
繁
に
出
現
す
る）30
（
。
後
述
す
る
が
漕
運
は
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
り
、「
四
川
司
」
に
南
直
隷
に
関
す
る
上
奏
文
が
数
多
い
の
は
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
陝
西
省
と
山
西
省
の
事
務
に
触
れ
る
上
奏
文
が
多
い
の
は
、
北
直
隷
の
状
況
と
同
様
に
、
陝
西
省
と
山
西
省
が
明
朝
の
辺
境
線
に
位
置
し
、
九
辺
十
三
鎮
に
属
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
漕
運
に
つ
い
て
は
当
時
、
戸
部
尚
書
の
畢
自
厳
が
軍
事
費
と
同
様
に
極
め
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）31
（
。
収
録
さ
れ
る
上
奏
文
の
数
と
畢
自
厳
の
認
識
か
ら
、
漕
運
が
国
家
財
政
の
中
に
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
畢
自
厳
の
認
識
で
は
塩
税
も
重
要
で
あ
り
、
特
に
両
淮
の
塩
税
が
財
政
上
の
重
要
94
な
項
目
で
あ
っ
た）32
（
。
塩
税
は
土
地
税
に
続
い
て
、
国
家
財
政
収
入
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る）33
（
。
ま
た
広
西
清
吏
司
が
掌
る
北
直
隷
の
倉
・
場
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
場
の
一
種
で
あ
る
草
場
の
管
理
は
馬
政
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
馬
政
は
軍
政
と
深
く
関
係
す
る
。
し
か
も
、
明
末
に
入
る
と
、
膨
大
な
兵
餉
を
支
え
る
た
め
、
軍
馬
の
草
料
で
あ
る
巡
青
銀
は
何
回
も
流
用
さ
れ
た）34
（
。
収
録
さ
れ
る
四
十
九
本
の
上
奏
文
か
ら
、
国
家
に
お
け
る
倉
・
場
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
上
奏
文
の
数
に
お
い
て
も
、
内
容
に
お
い
て
も
、
戸
部
が
各
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
財
政
事
務
よ
り
、
財
政
の
専
門
的
項
目
の
管
理
を
重
視
し
て
い
た
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
③　
『
万
暦
会
典
』
に
出
現
し
な
か
っ
た
職
掌
表
二
の
内
容
と
『
万
暦
会
典
』
が
記
載
す
る
戸
部
清
吏
司
の
職
掌
を
比
較
す
る
と
、『
会
典
』
に
は
捐
納
、
茶
法
、
賦
役
全
書
の
制
定
、
戸
部
内
の
人
事
に
関
す
る
業
務
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
捐
納
と
は
売
位
売
官
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。
前
近
代
の
中
国
で
は
、
自
然
災
害
や
軍
事
行
動
と
い
う
突
発
的
な
需
要
に
対
し
て
、
そ
の
財
政
構
造
の
た
め
弾
力
的
な
増
税
が
難
し
く
、
捐
納
政
策
を
行
っ
て
き
た）35
（
。
崇
禎
年
間
に
お
い
て
も
、
東
北
部
に
お
け
る
後
金
の
進
出
や
反
乱
の
平
定
の
た
め
の
軍
事
費
が
財
政
を
圧
迫
し
、
政
府
に
と
っ
て
捐
納
は
重
要
な
財
政
収
入
確
保
の
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
捐
納
政
策
は
重
要
な
財
政
収
入
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
、
明
末
に
は
重
要
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
捐
納
政
策
に
対
す
る
管
理
を
個
別
に
扱
う
清
吏
司
と
し
て
山
西
清
吏
司
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
次
い
で
茶
法
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
先
行
研
究
、
及
び
『
万
暦
会
典
』
に
お
い
て
は
、
陝
西
清
吏
司
が
茶
法
を
管
理
す
る
こ
と
は
全
く
述
べ
ら
れ
な
い）36
（
。
し
か
し
『
度
支
奏
議
』
で
は
、
兵
部
尚
書
の
梁
延
棟
が
茶
法
は
陝
西
清
吏
司
の
管
轄
で
あ
る
と
明
言
し
て
お
り
、
陝
西
清
吏
司
が
茶
法
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る）37
（
。
ま
た
『
度
支
奏
議
』
に
収
め
ら
れ
る
多
く
の
上
奏
文
の
中
で
、
た
だ
「
陝
西
司
」
に
の
み
賦
役
全
書
の
編
纂
に
関
す
る
上
奏
文
が
あ
る
。
『
度
支
奏
議
』
の
「
広
東
司
」
の
四
本
は
戸
部
の
人
事
案
の
調
整
で
あ
る）38
（
。
ま
た
「
堂
稿
」
に
は
、
広
東
清
吏
司
の
調
査
に
よ
り
、
出
張
中
の
戸
部
属
員
を
帰
任
さ
せ
る
記
事
が
あ
る）39
（
。
し
か
も
『
万
暦
会
典
』
や
明
中
期
の
政
書
『
皇
明
條
法
事
類
纂
』
に
は
広
東
清
吏
司
の
人
事
担
当
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
万
暦
以
降
、
広
東
清
吏
司
が
部
内
の
人
事
案
の
調
整
を
掌
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る）40
（
。
山
西
清
吏
司
、
陝
西
清
吏
司
に
は
元
々
人
数
が
多
い
た
め
、
余
裕
を
も
っ
て
新
任
務
が
担
当
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
広
東
清
吏
司
に
は
、
郎
中
も
一
人
、
員
外
郎
も
一
人
し
か
配
置
さ
れ
て
い
な
い）41
（
。
し
か
し
、
明
末
各
地
に
お
け
る
税
金
の
滞
納
状
況
を
調
べ
る
と
、
広
東
省
に
割
り
当
て
た
新
餉
・
旧
餉
は
少
な
く
、
さ
ら
に
滞
納
問
題
が
ほ
と
ん
ど
生
じ
て
い
な
い）42
（
。
し
た
が
っ
て
、
業
務
内
容
の
多
寡
に
よ
り
95 明末の財政管理について（時）
新
任
務
が
広
東
清
吏
司
へ
と
割
り
振
ら
れ
た
可
能
性
す
ら
あ
り
え
よ
う
。弘
治
七
（
一
四
九
四
）
年
十
二
月
を
下
限
と
す
る
『
皇
明
條
法
事
類
纂
』「
戸
部
類
」（
巻
十
二
〜
巻
二
十
）
に
は
、
山
東
清
吏
司
が
塩
政
を
担
当
す
る
事
例）43
（
こ
そ
存
在
す
る
も
の
の
、
管
見
の
か
ぎ
り
上
述
し
た
よ
う
な
茶
法
や
人
事
関
係
な
ど
へ
の
関
与
は
現
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
職
掌
は
明
朝
後
期
よ
り
漸
次
出
現
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
、
十
三
清
吏
司
が
万
暦
前
期
以
降
、
業
務
の
内
容
、
及
び
重
視
し
た
方
面
を
分
析
し
た
上
で
、
職
掌
の
発
展
を
検
討
し
た
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
正
徳
以
降
の
郎
中
の
増
加
は
、
財
政
項
目
管
理
の
専
門
化
の
進
行
を
表
し
て
い
た
。
万
暦
初
期
、
戸
部
尚
書
王
国
光
の
戸
部
改
革
は
そ
の
専
門
化
を
さ
ら
に
促
進
し
た
。
明
末
に
捐
納
や
人
事
の
よ
う
な
新
職
掌
が
出
現
し
た
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
明
代
の
戸
部
に
お
け
る
業
務
の
分
担
は
ま
す
ま
す
専
門
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
第
三
節
で
述
べ
る
新
餉
司
、
冊
庫
司
、
辺
餉
司
の
事
例
を
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
よ
り
一
層
明
ら
か
と
な
る
。
第
三
節
、
新
餉
司
、
冊
庫
司
、
辺
餉
司
の
出
現
明
末
に
入
る
と
、
遼
東
軍
事
に
対
応
す
る
た
め
、
三
つ
の
清
吏
司
が
続
々
と
新
設
さ
れ
た
。
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
年
）
九
月
、
戸
部
尚
書
の
李
汝
華
の
申
請
に
よ
り
、
遼
餉
事
務
を
専
門
に
処
理
す
る
た
新
餉
司
が
創
立
さ
れ
た）44
（
。
ま
た
天
啓
元
（
一
六
二
一
）
年
十
二
月
、
十
三
清
吏
司
の
金
銭
・
物
資
を
総
体
的
に
管
理
さ
せ
る
た
め
、
冊
庫
司
が
設
置
さ
れ
た）45
（
。
そ
し
て
天
啓
七
（
一
六
二
七
）
年
八
月
、
辺
餉
を
監
督
す
る
専
門
官
が
設
置
さ
れ
、
辺
餉
司
が
創
ら
れ
た）46
（
。
こ
う
し
た
三
司
の
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。
新
餉
と
辺
餉
に
は
や
や
複
雑
な
関
係
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
冊
庫
司
を
分
析
す
る
。
『
度
支
奏
議
』「
冊
庫
」
は
一
巻
八
本
の
上
奏
文
を
収
め
て
い
る
。
冊
庫
司
は
全
称
を
冊
庫
山
西
清
吏
司
と
い
い
、『
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
十
三
清
吏
司
の
歳
入
状
況
を
管
理
し
て
い
る）47
（
。
ま
た
崇
禎
二
年
五
月
一
日
に
提
出
さ
れ
た
上
奏
文
に
よ
れ
ば
、
冊
庫
司
は
各
省
か
ら
の
歳
入
状
況
の
み
な
ら
ず
、「
省
直
之
完
欠
」（
全
国
の
税
金
の
徴
収
状
況
）
を
も
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）48
（
。「
冊
庫
」
に
収
め
ら
れ
る
上
奏
文
は
少
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
全
国
各
地
の
財
政
項
目
と
関
係
す
る）49
（
。
し
か
も
天
啓
年
間
の
戸
部
尚
書
李
起
元
の
上
奏
文
に
よ
れ
ば
、
冊
庫
司
は
税
金
の
徴
収
状
況
の
み
な
ら
ず
、
税
金
の
徴
収
に
対
す
る
考
成
法
に
よ
る
査
定
も
管
理
し
て
い
た）50
（
。し
た
が
っ
て
、
冊
庫
司
は
戸
部
の
中
の
会
計
部
局
と
い
っ
た
存
在
で
あ
り
、
し
か
も
地
方
官
の
人
事
査
定
に
も
関
わ
る
重
要
な
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
96
新
餉
司
は
全
称
を
専
理
新
餉
山
東
清
吏
司
と
い
う）51
（
。「
新
餉
司
」
に
収
録
さ
れ
る
上
奏
文
は
各
司
の
中
で
最
多
で
あ
り
、
す
べ
て
新
餉
の
徴
収
や
使
用
、
或
い
は
対
金
戦
争
の
軍
事
費
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
辺
餉
司
は
全
称）52
（
が
判
明
し
な
い
が
、
新
餉
以
外
の
九
辺
十
三
鎮
の
兵
餉
を
担
当
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
新
餉
司
は
新
餉
を
管
理
し
、
辺
餉
司
は
そ
れ
以
外
の
辺
鎮
兵
餉
を
管
理
す
る
。
そ
れ
で
は
新
餉
、辺
餉
、及
び
『
度
支
奏
議
』
に
頻
出
す
る
旧
餉
、
遼
餉
、
京
運
年
例
な
ど
の
兵
餉
と
は
具
体
的
に
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
存
の
研
究
を
検
討
し
つ
つ
解
明
し
て
い
く
。
ま
ず
、
京
運
年
例
銀
と
民
運
銀
を
確
認
し
よ
う
。
京
運
年
例
銀
と
は
、
毎
年
、
戸
部
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
太
倉
、
及
び
内
帑
に
所
属
す
る
内
承
運
庫
か
ら
、
辺
鎮
に
分
け
与
え
ら
れ
る
軍
費
で
あ
る
。
京
運
年
例
銀
は
正
統
年
間
以
前
に
は
現
物
を
中
心
と
し
た
の
で
、
京
運
年
例
と
呼
ば
れ
、
正
統
年
間
以
後
に
銀
の
徴
収
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
京
運
年
例
銀
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
運
銀
と
は
華
北
各
地
か
ら
辺
鎮
へ
直
接
輸
送
さ
れ
る
様
々
な
現
物
で
あ
り
、
京
運
年
例
銀
の
よ
う
に
、
正
統
年
間
以
降
、
一
部
の
現
物
は
銀
に
換
算
し
て
納
入
す
る
こ
と
を
業
務
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
「
民
運
折
色
銀
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
京
運
年
例
銀
、
民
運
銀
は
い
ず
れ
も
国
家
の
正
額
の
収
支
で
あ
る）53
（
。
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解
が
相
異
す
る
の
は
旧
餉
、
新
餉
、
遼
餉
で
あ
る
。
李
華
彦
は
、
遼
餉
は
旧
餉
と
新
餉
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
旧
餉
は
万
暦
末
期
、
九
厘
銀
を
追
加
す
る
前
の
土
地
税
の
加
派
を
指
す
と
述
べ
た）54
（
。
そ
し
て
、
李
氏
は
旧
餉
、
新
餉
、
京
運
年
例
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
す
る
も
の
と
考
え
た）55
（
。
朱
慶
永
は
、
泰
昌
元
（
一
六
二
〇
）
年
「
新
餉
庫
」
が
創
立
さ
れ
て
太
倉
庫
か
ら
独
立
し
て
、
遼
餉
を
専
管
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
嘉
靖
三
十
年
代
以
来
全
辺
鎮
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
た
兵
餉
が
旧
餉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
た）56
（
。
林
美
玲
は
、
万
暦
末
期
に
行
な
わ
れ
た
土
地
税
の
加
派
（
即
ち
九
厘
銀
）
が
遼
餉
で
あ
り
、
遼
餉
は
ま
た
新
餉
と
呼
ば
れ
、
新
餉
に
対
す
る
旧
餉
が
辺
餉
で
あ
る
と
述
べ
た）57
（
。
た
だ
し
、
辺
餉
の
構
成
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
言
及
し
て
い
な
い
。
吉
尾
寛
は
、
遼
餉
は
新
餉
と
も
呼
ば
れ
、
土
地
の
加
派
銀
を
は
じ
め
と
し
て
塩
課
・
関
税
の
加
派
銀
な
ど
の
銀
両
か
ら
構
成
さ
れ
、
対
金
戦
争
の
た
め
支
給
さ
れ
て
い
た
も
の
と
述
べ
、
ま
た
旧
餉
は
主
に
京
運
年
例
銀
、
そ
の
他
太
倉
庫
に
徴
解
さ
れ
る
塩
税
銀
・
関
税
銀
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
支
給
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
し
た）58
（
。
『
度
支
奏
議
』
の
多
く
の
記
載
、
林
氏
の
研
究
、
吉
尾
氏
の
研
究
か
ら
す
れ
ば
、
明
末
に
お
け
る
遼
餉
は
新
餉
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
は
万
暦
末
期
の
土
地
税
の
加
派
だ
け
で
は
な
く
、
塩
税
、
関
税
な
ど
の
加
派
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
登
答
方
関
院
薊
密
永
三
協
兵
餉
疏
」（「
辺
餉
司
」
巻
一
、
五
冊
・
四
二
頁
）
の
記
載
か
ら
は
、
当
時
の
官
僚
た
ち
が
新
餉
、
旧
97 明末の財政管理について（時）
餉
を
ど
の
よ
う
な
財
源
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
。関
臣
之
言
曰
旧
餉
、
則
京
運
民
運
是
已
。
…
…
関
臣
之
言
曰
新
餉
、
則
地
畝
加
派
是
已
。
…
…
自
遼
事
初
熾
、
徴
調
四
出
、
用
餉
如
流
。
加
派
一
議
、
始
於
万
暦
四
十
六
年
、
逓
加
至
毎
畝
九
厘
則
始
於
万
暦
四
十
八
年
也
。
以
上
の
史
料
か
ら
す
れ
ば
、
辺
鎮
の
官
僚
は
、
旧
餉
と
は
京
運
年
例
銀
と
民
運
銀
を
指
し
、
新
餉
と
は
、
万
暦
四
十
六
（
一
六
一
八
）
年
以
降
、
行
わ
れ
た
土
地
税
の
加
派
を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
旧
餉
に
つ
い
て
、「
議
祛
餉
司
宿
蠧
十
款
疏
」（「
堂
稿
」
巻
七
、
一
冊
・
二
六
七
頁
）
に
は
、  
計
開
。
一
曰
痛
革
京
運
庫
折
之
弊
。
九
辺
軍
餉
除
塩
兌
民
運
外
、
什
七
仰
給
京
運
。
…
…
二
曰
力
滌
民
運
出
納
之
規
。
各
鎮
餉
銀
、
除
京
運
外
、
多
頼
民
運
。
と
あ
る
。
ま
た
「
旧
餉
告
匱
辺
鎮
呼
庚
疏 
」（「
堂
稿
」
巻
一
、一
冊
二
八
頁
）
に
は
、
一
曰
覈
民
運
之
逋
欠
。
国
初
九
辺
主
客
兵
餉
倶
有
各
省
□
州
□
民
運
以
資
供
億
、
後
来
間
発
京
帑
、
不
過
一
時
権
宜
之
計
、
□
済
急
需
。
若
民
運
一
分
之
充
足
、
即
京
運
一
分
之
節
省
。
と
あ
る
。
以
上
の
史
料
か
ら
は
九
辺
軍
餉
、
京
運
年
例
銀
、
民
運
銀
と
い
う
三
者
の
関
係
を
窺
え
、
旧
餉
は
主
に
京
運
年
例
銀
と
民
運
銀
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
新
餉
司
と
辺
餉
司
の
職
掌
に
つ
い
て
、「
登
答
方
関
院
薊
密
永
三
協
兵
餉
疏
」（「
辺
餉
司
」
巻
一
、 
五
冊
・
四
二
頁
）
に
は
、
臣
部
所
発
者
、
旧
餉
則
属
辺
餉
司
箚
付
、
旧
庫
有
巡
視
科
院
在
焉
。
新
餉
則
属
新
餉
司
箚
付
、
新
庫
有
督
餉
御
史
在
焉
。
と
あ
る
。
ま
た
「
覆
薊
鎮
餉
司
呂
一
奏
収
放
餉
銀
数
目
疏
」（「
貴
州
司
」
巻
一
、 
八
冊
・
一
五
九
頁
）
に
は
、
本
司
（
貴
州
清
吏
司
）
以
旧
餉
係
辺
餉
司
所
発
、
新
餉
係
新
餉
司
所
発
…
…
。
と
あ
る
。
要
す
る
に
、
新
餉
司
は
主
に
新
餉
（
遼
餉
）、
即
ち
万
暦
四
十
六
年
以
降
に
行
わ
れ
た
土
地
税
の
加
派
を
主
と
し
て
、
塩
課
・
関
税
な
ど
の
加
派
銀
も
含
ま
れ
る
税
金
に
関
す
る
収
支
を
掌
っ
て
い
る
。
ま
た
辺
餉
司
は
主
に
辺
餉
、
即
ち
、
京
運
年
例
銀
と
民
運
銀
を
主
と
し
て
、
太
倉
庫
（
即
ち
新
餉
を
預
け
る
新
庫
に
対
す
る
旧
庫
）
に
徴
解
さ
れ
る
塩
課
銀
・
関
税
銀
も
含
ま
れ
る
税
金
に
関
す
る
収
支
を
掌
っ
て
い
る
。
以
上
、
新
餉
司
、
辺
餉
司
、
冊
庫
司
の
職
掌
に
関
し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
三
清
吏
司
は
戸
部
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
三
清
吏
司
は
従
来
の
十
三
清
吏
司
の
下
で
運
営
す
る
か
、
そ
れ
と
も
全
十
六
清
吏
司
と
し
て
存
在
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
冊
庫
は
『
熹
宗
実
録
』
の
記
載
か
ら
確
認
で
き
る
。『
実
録
』巻
八
十
六
・
天
啓
七
年
七
月
戊
寅
条
に
は
、
戊
寅
。
戸
部
尚
書
郭
允
厚
疏
陳
八
款
、
大
略
為
欲
覈
辺
餉
当
厳
98
冊
庫
之
職
掌
、
欲
足
京
糧
当
除
流
動
之
名
目
。
十
三
司
各
有
分
職
、
然
所
轄
者
止
一
省
耳
。
有
此
省
銭
糧
而
為
彼
省
用
者
、
不
与
聞
也
。
有
本
司
止
存
入
数
而
為
別
司
之
出
数
者
、不
与
聞
也
。
有
此
項
銭
糧
参
罰
而
別
項
之
応
罰
応
開
、
不
与
聞
也
。
一
部
之
中
、
藩
籬
稍
隔
、
呼
吸
若
不
相
通
、
惟
責
成
于
冊
庫
、
為
提
綱
挈
領
之
道
。
応
将
郎
中
劉
応
遇
、
新
創
各
冊
、
永
遠
遵
守
、
更
相
交
代
十
三
司
並
銀
庫
、
毎
月
将
月
会
冊
、
実
実
呈
堂
、
送
庫
註
冊
、
必
使
無
事
不
有
冊
、
無
冊
不
用
印
、
一
有
稽
査
、
信
手
拈
来
、
靡
不
明
悉
、
外
則
杜
各
解
侵
欺
興
販
之
弊
、
内
則
杜
攬
保
仮
印
之
姦
、
有
一
不
備
、
有
一
不
真
、
責
在
理
庫
之
官
、
即
以
冊
為
考
覈
之
殿
最
也
。
至
于
銭
糧
所
以
稽
遅
有
司
可
以
藉
口
者
、
則
流
動
不
一
、 
四
字
害
之
耳
。
…
…
職
此
之
故
、
謂
宜
責
成
冊
庫
。
将
天
啓
六
年
、
奉
旨
、
已
行
之
歳
会
冊
、
遡
至
元
年
、
合
六
年
内
総
撒
、
併
五
年
再
閏
応
増
之
額
、
逐
省
細
加
啇
確
較
数
歳
之
中
、
以
為
嘗
預
派
勘
合
応
為
定
額
、
寧
稍
贏
余
、
毋
使
匱
歉
、
寧
流
動
于
太
倉
、
毋
流
動
于
徴
収
、
酌
成
会
計
全
冊
、
通
行
海
内
、
可
以
歴
千
百
年
而
不
弊
。
仍
刊
刻
成
書
、
送
吏
戸
二
科
、
並
発
省
直
諸
司
、
歳
歳
行
之
。
庶
部
司
有
可
摸
索
、
守
令
有
可
秉
成
、
吏
書
無
可
顛
倒
。
此
一
労
永
逸
之
道
也
。
因
留
冊
庫
郎
中
劉
応
遇
、
以
新
陞
参
議
職
銜
、
仍
管
冊
庫
、
以
終
其
事
。
得
旨
、
…
…
倶
依
議
。
…
…
。
と
あ
る
。
戸
部
は
厳
密
な
財
政
管
理
を
求
め
る
た
め
、
十
三
清
吏
司
に
そ
れ
ぞ
れ
の
各
省
に
関
す
る
財
政
状
況
の
報
告
書
を
纏
め
、
月
一
回
そ
の
報
告
書
を
提
出
さ
せ
た
う
え
で
、冊
庫
司
へ
送
り
登
録
す
る
。
報
告
書
の
内
容
に
よ
り
、税
金
の
徴
収
を
担
当
す
る
官
員
を
「
考
成
」
（
査
定
）
す
る
。「
十
三
清
吏
司
の
報
告
↓
戸
部
へ
提
出
↓
冊
庫
司
の
登
録
↓
官
員
を
評
定
」
と
い
う
ル
ー
ト
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
冊
庫
司
は
十
三
清
吏
司
か
ら
独
立
し
て
い
る
部
局
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
財
源
管
理
の
十
三
清
吏
司
か
ら
官
僚
査
定
の
吏
部
ま
で
の
各
所
と
も
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
続
い
て
新
餉
司
と
辺
餉
司
を
分
析
し
て
い
く
。『
度
支
奏
議
』
に
収
め
ら
れ
る
上
奏
文
の
中
で
は
、「
新
餉
司
」
が
三
十
六
巻
、
六
百
九
十
九
本
を
占
め
、畢
自
厳
が
戸
部
尚
書
と
し
て
提
出
し
た「
堂
稿
」（
二
十
巻
、
三
百
五
十
二
本
）
の
二
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。
し
か
も
、
元
々
の
内
容
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
畢
自
厳
は
「
新
餉
司
」
を
編
纂
す
る
際
に
二
割
か
ら
三
割
に
お
よ
ぶ
内
容
を
削
除
し
た
と
述
べ
て
い
る）59
（
。
所
収
さ
れ
る
上
奏
文
の
数
量
か
ら
、
当
時
戸
部
は
新
餉
司
を
非
常
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
新
餉
司
の
設
立
を
再
検
討
し
よ
う
。
新
餉
司
は
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
年
）九
月
に
設
立
さ
れ
た
が
、万
暦
四
十
六
年（
一
六
一
八
年
）
六
月
に
は
戸
部
は
す
で
に
新
餉
司
の
設
立
を
検
討
し
始
め
て
い
た
。
戸
部
は
、
六
月
四
日
に
兵
餉
の
徴
解
を
監
督
す
る
官
員
を
増
設
し
、
郎
中
の
肩
書
を
与
え
る
こ
と
を
提
案
し
た）60
（
。
続
い
て
、
同
月
二
十
日
、
主
事
潘
宗
顔
を
戸
部
山
東
司
郎
中
専
理
新
餉
と
し
た
。
た
99 明末の財政管理について（時）
だ
し
新
餉
の
責
任
者
に
郎
中
の
肩
書
を
与
え
た
が
、
関
防
（
印
鑑
）
を
鋳
造
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
泰
昌
元
年
八
月
十
七
日
、
戸
部
は
関
防
の
鋳
造
を
再
申
請
し）61
（
、
九
月
十
一
日
に
「
戸
部
専
理
新
餉
」
の
関
防
を
郎
中
楊
嗣
昌
へ
与
え）62
（
、
二
十
日
、
新
餉
司
が
成
立
し
た）63
（
。
楊
嗣
昌
の
上
奏
文
か
ら
は
、
こ
こ
で
新
設
さ
れ
た
新
餉
司
は
責
任
者
が
楊
嗣
昌
一
人
し
か
い
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る）64
（
。
し
か
し
、
崇
禎
年
間
に
入
る
と
、
十
人
は
新
餉
司
に
勤
め
て
お
り
、
そ
の
中
に
郎
中
が
三
人
、主
事
が
一
人
い
る
。『
度
支
奏
議
』「
新
餉
司
序
」（
二
冊
・
二
百
八
十
五
頁
）
に
は
、
今
十
人
而
不
佞
共
事
其
四
、
歳
月
滋
久
、
薪
膽
相
鄰
、
如
蜀
之
范
子
鉱
、
亳
之
薛
子
邦
瑞
、
楚
之
劉
子
鎬
、
上
谷
之
張
子
鵬
翀
、
皆
相
与
寒
沾
暑
湿
…
…
。
と
あ
る
。
曾
美
芳
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
范
鉱
、
薛
邦
瑞
、
張
鵬
翀
は
郎
中
で
あ
り
、
劉
鎬
は
主
事
で
あ
る）65
（
。
こ
こ
か
ら
は
新
餉
司
が
誕
生
し
た
の
ち
、
責
任
者
の
地
位
が
上
昇
し
、
権
力
の
象
徴
た
る
関
防
が
与
え
ら
れ
、
郎
中
の
人
数
が
拡
大
し
、
新
餉
司
の
地
位
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
辺
餉
司
に
も
新
餉
司
と
同
様
に
、
人
数
の
拡
大
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る）66
（
。
以
上
、
戸
部
内
の
新
餉
司
に
対
す
る
認
識
を
検
討
し
て
き
た
。
つ
い
で
戸
部
以
外
の
他
官
庁
の
場
合
を
述
べ
る
。
遼
東
経
略
袁
応
泰
の
認
識
で
は
、
戸
部
の
新
餉
司
は
他
部
の
清
吏
司
と
並
置
さ
れ
る
存
在
で
あ
る）67
（
。
崇
禎
三
年
、
崇
禎
帝
は
吏
部
、
都
察
院
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
今
後
戸
部
侍
郎
は
一
人
が
新
餉
の
責
任
、
も
う
一
人
が
辺
餉
の
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
」
と）68
（
。
新
餉
司
の
新
餉
管
理
、
辺
餉
司
の
辺
餉
管
理
は
前
文
の
分
析
に
よ
り
確
実
で
あ
る
が
、た
だ『
崇
禎
長
編
』
の
記
載
か
ら
は
、
侍
郎
が
新
餉
司
、
辺
餉
司
に
対
し
て
直
接
的
に
責
任
を
持
つ
か
ど
う
か
は
即
断
で
き
な
い
。
と
は
い
え
新
餉
司
、
辺
餉
司
に
つ
い
て
は
皇
帝
、
及
び
他
官
庁
の
認
識
か
ら
重
要
な
位
置
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
泰
昌
・
天
啓
・
崇
禎
年
間
に
お
け
る
新
餉
司
の
発
展
、
及
び
朝
廷
の
新
餉
司
・
辺
餉
司
に
対
す
る
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
新
餉
司
・
辺
餉
司
は
従
来
の
十
三
清
吏
司
と
比
べ
て
、
非
常
に
重
要
な
地
位
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
さ
ら
に
崇
禎
中
期
以
降
に
は
、
前
述
の
遼
餉
に
続
き
、
さ
ら
な
る
付
加
税
の
勦
餉
や
練
餉
の
徴
収
を
開
始
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
勦
餉
は
陸
続
と
発
生
す
る
農
民
反
乱
を
平
定
す
る
た
め
の
軍
事
費
で
あ
り
、
練
餉
は
国
境
ラ
イ
ン
に
お
い
て
全
面
的
に
清
兵
の
侵
入
を
防
衛
す
る
た
め
の
軍
事
費
で
あ
る）69
（
。
そ
し
て
練
餉
に
は
辺
餉
や
新
餉
と
同
様
に
清
吏
司
の
設
置
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る）70
（
。
史
料
の
限
界
に
よ
っ
て
練
餉
司
な
ど
に
つ
い
て
の
状
況
は
ま
だ
明
ら
か
に
は
し
得
な
い
。
し
か
し
新
餉
司
・
冊
庫
司
・
辺
餉
司
に
つ
い
て
の
本
稿
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
戸
部
の
部
局
が
洪
武
・
永
楽
以
来
の
十
三
清
吏
司
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
特
定
財
源
を
専
門
と
す
る
清
吏
司
を
陸
続
と
誕
生
さ
せ
る
に
至
っ
た
と
言
い
得
よ
う
。
100
終
わ
り
に
第
一
節
で
は
明
代
の
戸
部
に
お
け
る
国
所
以
来
の
所
謂
十
三
清
吏
司
の
設
立
過
程
と
人
員
構
成
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
第
二
節
で
は
万
暦
初
期
以
降
の
戸
部
に
現
れ
た
新
職
掌
、
及
び
当
時
戸
部
が
重
視
し
て
い
た
財
政
問
題
を
述
べ
た
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
泰
昌
・
天
啓
年
間
に
新
設
さ
れ
た
新
餉
司
、
冊
庫
司
、
辺
餉
司
の
職
掌
と
そ
の
地
位
を
論
じ
た
。
以
上
の
分
析
に
よ
る
と
、
業
務
の
多
忙
に
よ
る
主
事
の
増
加
、
及
び
業
務
専
門
化
的
性
格
を
持
つ
郎
中
の
増
加
と
い
う
傾
向
は
明
代
を
通
じ
て
、
持
続
的
に
表
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
明
末
に
至
る
と
、
遼
餉
即
ち
東
北
部
に
お
け
る
清
朝
に
対
す
る
防
衛
の
軍
事
支
出
は
明
朝
財
政
の
最
高
度
の
重
要
性
を
持
ち
、
国
家
が
行
な
っ
た
す
べ
て
の
財
政
政
策
は
遼
餉
を
中
心
と
し
て
運
営
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
膨
大
な
軍
事
支
出
に
う
ま
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
財
源
は
稠
密
に
、
ま
た
厖
大
に
な
る
よ
う
模
索
さ
れ
、
戸
部
に
よ
る
財
政
管
理
の
効
率
化
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
こ
そ
が
戸
部
の
部
局
の
拡
大
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
清
吏
司
で
の
財
政
管
理
の
専
門
化
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
吉
尾
寛
は
「
堂
稿
」
に
基
づ
き
財
政
デ
ー
タ
を
処
理
し
た
際
に
緻
密
で
実
務
的
な
方
法
こ
そ
が
明
末
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）71
（
。
本
稿
で
述
べ
た
戸
部
の
職
掌
の
変
容
は
そ
の
よ
う
な
明
末
的
特
徴
の
発
露
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
万
暦
前
期
以
降
、
戸
部
の
各
清
吏
司
は
担
当
地
域
の
財
政
本
省
財
政
ほ
か
に
専
門
的
財
政
項
目
も
分
担
し
て
お
り
、
そ
の
う
え
こ
の
財
政
項
目
は
時
期
が
進
む
に
つ
れ
て
よ
り
細
密
化
し
、
ま
た
専
門
化
し
て
い
っ
た
。
な
お
明
朝
戸
部
の
発
展
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
清
朝
の
戸
部
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
清
朝
に
入
っ
て
以
降
、
中
国
本
土
（C
hina proper
）
の
行
政
区
分
は
明
朝
の
両
京
十
三
省
か
ら
、
大
き
く
変
化
し
た
が
、
戸
部
清
吏
司
の
構
成
に
つ
い
て
は
劇
的
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
変
化
と
は
、
た
だ
四
川
清
吏
司
の
南
直
隷
（
清
朝
初
期
の
江
南
省
）
の
事
務
を
や
め
、
そ
の
事
務
を
清
朝
で
新
し
く
創
立
さ
れ
た
江
南
清
吏
司
に
担
当
さ
せ
た
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
各
清
吏
司
の
職
掌
か
ら
見
る
と
、
財
政
項
目
の
管
理
は
明
朝
（
万
暦
時
点
）
よ
り
さ
ら
に
専
門
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
明
末
の
職
掌
変
容
を
う
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
陝
西
清
吏
司
が
国
家
の
茶
法
を
管
理
し
た
こ
と
、
及
び
広
東
清
吏
司
が
戸
部
に
お
け
る
漢
族
官
吏
の
人
事
関
係
を
管
理
す
る
こ
と
は
『
光
緒
会
典
』
に
明
確
な
記
載
が
あ
る
の
で
あ
る）72
（
。
こ
の
二
つ
の
職
掌
は
『
万
暦
会
典
』
に
は
記
載
が
な
く
、
明
末
の
戸
部
に
は
じ
め
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
明
末
に
は
山
西
清
吏
司
が
捐
納
事
務
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、『
光
緒
会
典
』
で
は
各
清
吏
司
の
職
掌
に
捐
納
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
戸
部
の
項
目
に
は
捐
納
房
な
る
部
局
が
あ
り
、
捐
納
の
こ
と
を
専
掌
さ
せ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る）73
（
。
ま
た
清
朝
が
中
国
本
土
へ
進
出
し
た
後
、
101 明末の財政管理について（時）
万
暦
四
十
六
年
以
降
の
加
派
は
名
目
上
一
切
撤
廃
さ
れ
た
が
、
遼
餉
や
練
餉
は
中
国
本
土
の
統
一
戦
争
の
た
め
、
な
お
徴
収
さ
れ
つ
づ
け
た）74
（
。
以
上
に
述
べ
た
現
象
、
と
り
わ
け
広
東
清
吏
司
の
職
掌
や
捐
納
房
の
出
現
が
明
末
の
戸
部
と
如
何
な
る
関
係
を
持
つ
か
、
ま
た
清
初
で
は
如
何
に
し
て
遼
餉
・
練
餉
を
管
理
し
て
い
た
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
注
（
1
）　
例
え
ば
、
内
閣
制
度
に
つ
い
て
は
高
橋
亨
「
明
代
永
樂
期
内
閣
官
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
歴
史
』
一
一
六
、 
二
〇
一
一
年
四
月
）、「
明
代
内
閣
職
掌
形
成
過
程
の
研
究
」（『
史
林
』
九
五
（
三
）、
二
〇
一
二
年
五
月
）。
都
察
院
制
度
に
つ
い
て
は
小
川
尚
『
明
代
都
察
院
体
制
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）、
総
督
・
巡
撫
制
度
に
つ
い
て
は
辻
原
明
穂
「
明
代
巡
撫
の
地
方
常
駐
化
と
そ
の
意
味
」（『
ア
ジ
ア
史
学
論
集
』
六
、 
二
〇
一
三
年
四
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
が
概
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
野
晃
嗣
は
「
最
近
の
明
代
官
僚
制
研
究
」（『
中
国
史
学
』
十
三
、 
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
で
二
〇
〇
三
年
以
前
の
明
代
官
僚
制
度
の
研
究
を
整
理
し
た
。
（
2
）　
王
天
有
『
明
代
国
家
機
構
研
究
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
九
月
）。
黄
阿
明
『
明
代
戸
部
機
構
及
其
運
作
―
―
以
一
六
世
紀
為
中
心
』（
華
東
師
範
大
学
に
提
出
し
た
修
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
、中
国
国
家
知
識
基
礎
設
施
（
C
N
K
I
）
か
ら
入
手
）。
（
3
）　
ほ
か
戸
部
政
書
と
し
て
、
趙
世
卿
『
司
農
奏
議
』
十
四
巻
（『
続
修
四
庫
全
書
』「
史
部
」
第
四
八
〇
冊
所
収
、
一
九
九
五
年
）、
汪
応
蛟
『
計
部
奏
疏
』
四
巻
（『
続
修
四
庫
全
書
』
第
四
八
〇
冊
に
所
収
、
一
九
九
五
年
）、
李
起
元
『
計
部
奏
疏
』
十
巻
（『
中
国
文
献
珍
本
叢
書
』
に
所
収
、
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）、倪
元
璐
『
倪
文
貞
奏
疏
』
巻
六
〜
巻
十
二
（『
四
庫
全
書
』「
集
部
」
第
一
二
九
七
冊
に
所
収
、
一
九
八
六
年
）
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
『
度
支
奏
議
』
の
補
足
と
し
て
利
用
し
て
い
く
。
（
4
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
三
十
四
、
洪
武
元
年
八
月
丁
丑
条
、「
中
書
省
奏
定
六
部
官
制
。
部
設
尚
書
正
三
品
、
侍
郎
正
四
品
、
郎
中
正
五
品
、
員
外
郎
正
六
品
、
主
事
正
七
品
。
先
是
、
中
書
省
惟
設
四
部
、
以
掌
銭
穀
、
礼
儀
、
刑
名
、
営
造
之
務
。
上
乃
命
李
善
長
等
議
建
六
部
、
以
分
理
庶
務
。
至
是
、
乃
定
置
吏
、
戸
、
礼
、
兵
、
刑
、
工
六
部
之
官
。」
（
5
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
七
十
四
、
洪
武
五
年
六
月
癸
巳
条
、「
定
六
部
職
掌
、
歳
終
考
績
、
以
行
黜
渉
。
吏
部
掌
天
下
官
吏
選
法
、
封
勲
、
考
課
之
政
…
…
戸
部
掌
天
下
戸
口
、
田
土
、
貢
賦
、
経
費
、
銭
貨
之
政
。
其
属
有
四
、一
曰
総
部
、
掌
天
下
戸
口
、
田
土
、
貢
賦
、
水
旱
、
災
傷
。
二
曰
度
支
部
、
掌
管
考
校
、
賞
賜
、
禄
秩
。
三
曰
金
部
、
掌
課
程
、
市
舶
、
庫
蔵
、
銭
帛
、
茶
塩
。
四
曰
倉
部
、
掌
漕
運
、
軍
儲
、
出
納
、
料
量
…
…
各
部
設
郎
中
、
員
外
郎
、
主
事
分
掌
其
事
、
而
以
尚
書
、
侍
郎
総
其
政
務
。」
（
6
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
一
百
二
十
九
、
洪
武
十
三
年
正
月
癸
卯
条
、「
罷
中
書
省
陞
六
部
、改
大
都
督
府
為
五
軍
都
督
府
」。ま
た
同
巻
甲
辰
条
、
「
定
六
部
、
御
史
台
等
官
品
秩
。
六
部
尚
書
正
二
品
、
侍
郎
正
三
品
、
郎
中
正
五
品
、
員
外
郎
従
五
品
。
御
史
台
左
右
中
丞
正
二
品
、
左
右
侍
御
史
正
四
品
。
在
外
承
宣
布
政
使
正
三
品
、
左
右
参
政
従
三
品
。
102
提
刑
按
察
使
正
四
品
、
副
使
従
四
品
、
僉
事
正
五
品
。
都
転
運
塩
使
正
四
品
、
副
使
従
四
品
。」
（
7
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
二
百
四
、
洪
武
二
十
三
年
九
月
戊
戌
条
、「
分
戸
部
四
部
為
十
二
部
、
曰
河
南
、
曰
北
平
、
曰
山
東
、
曰
山
西
、
曰
陜
西
、
曰
浙
江
、
曰
江
西
、
曰
湖
広
、
曰
広
東
、
曰
広
西
、
曰
四
川
、
曰
福
建
。
毎
部
分
領
一
布
政
司
、
及
直
隷
府
州
銭
穀
、
金
帛
之
事
。
其
雲
南
則
以
四
川
部
兼
領
焉
。
又
置
照
磨
検
校
各
一
人
、
以
稽
文
書
出
入
之
数
、
而
程
督
之
更
。
鋳
印
十
二
文
曰
戸
部
某
部
印
。
毎
部
置
郎
中
、
員
外
各
一
人
、
主
事
二
人
。」
（
8
）　
『
太
祖
実
録
』
巻
二
百
四
十
六
、洪
武
二
十
九
年
八
月
庚
戌
条
、「
改
六
部
諸
属
部
為
清
吏
司
。
上
以
六
部
之
属
皆
称
部
混
而
無
別
、
故
欲
易
其
名
。
因
寓
飭
励
之
意
、
凡
諸
属
部
皆
曰
清
吏
司
。
更
其
名
者
十
有
三
。
吏
部
選
部
曰
文
選
司
、
封
部
曰
験
封
司
、
勲
部
曰
稽
勲
。
礼
部
儀
部
曰
儀
制
、
祠
部
曰
祠
祭
、
膳
部
曰
精
膳
。
兵
部
司
馬
部
曰
武
選
、
駕
部
曰
車
駕
、
庫
部
曰
武
庫
。
工
部
営
部
曰
営
繕
、
屯
部
曰
屯
田
、
水
部
曰
都
水
、
虞
部
曰
虞
衡
。
其
戸
刑
十
二
部
及
吏
部
考
功
、
礼
部
主
客
、
兵
部
職
方
名
皆
仍
旧
、
倶
改
部
為
清
吏
司
。」
（
9
）　
『
太
宗
実
録
』
巻
十
七
、
永
楽
元
年
二
月
庚
戌
条
、「
設
北
京
留
守
、
行
後
軍
都
督
府
、
北
京
行
部
、
北
京
国
子
監
。
改
北
平
府
為
順
天
府
、
北
平
行
太
僕
寺
為
北
京
行
太
僕
寺
…
…
順
天
府
、
北
京
行
太
僕
寺
官
制
如
旧
。
革
北
平
布
政
司
、
按
察
司
及
北
平
都
司
等
衙
門
。
刑
部
、
戸
部
之
北
平
清
吏
司
倶
改
北
京
清
吏
司
、
都
察
院
北
平
道
改
北
京
道
。」
（
10
）　
『
正
徳
会
典
』（
巻
十
六
、
戸
部
一
）
及
び
『
万
暦
会
典
』（
巻
二
、
京
官
）
は
永
楽
十
九
年
と
記
載
し
て
い
る
が
、『
明
史
』（
巻
七
十
二
、
職
官
一
、
戸
部
条
）
は
、
永
楽
十
八
年
と
記
録
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
太
宗
実
録
』（
巻
二
三
一
、
永
楽
十
八
年
十
一
月
壬
午
条
）
に
は
、「
革
北
京
刑
部
並
所
属
吏
、
戸
、
礼
、
兵
、
刑
、
工
六
曹
清
吏
司
、
照
磨
所
、
司
獄
司
、
其
属
官
倶
倶
調
用
。
及
革
行
在
戸
部
、
刑
部
并
南
京
戸
部
、
刑
部
之
北
京
清
吏
司
、
行
在
都
察
院
并
南
京
都
察
院
之
北
京
道
。
刑
部
増
置
雲
南
、
交
阯
、
貴
州
三
司
。」
と
あ
る
。
十
八
年
、
刑
部
に
は
雲
南
司
、
交
阯
司
、
貴
州
司
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
条
の
前
半
で
、「
戸
部
」、「
刑
部
」
が
と
も
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、「
刑
部
増
置
雲
南
、
交
阯
、
貴
州
三
司
」
の
前
に
、「
戸
部
」
の
二
字
を
落
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
『
明
史
』
の
繋
年
を
採
用
す
る
。
（
11
）　
『
英
宗
実
録
』
巻
五
、
宣
徳
十
年
五
月
庚
辰
条
、「
革
両
京
都
察
院
交
阯
道
并
戸
部
、
刑
部
交
阯
司
。」
（
12
）　
『
正
徳
会
典
』
巻
十
六
、「
戸
部
一
」。
例
え
ば
、
河
南
清
吏
司
は
南
直
隷
の
松
江
府
、
鳳
陽
府
を
分
担
す
る
。
江
西
清
吏
司
は
応
天
府
を
分
担
す
る
。
雲
南
清
吏
司
は
北
直
隷
の
順
天
府
を
分
担
す
る
。
（
13
）　
『
神
宗
実
録
』
巻
四
十
三
、万
暦
三
年
十
月
庚
寅
条
に
は
「
戸
部
尚
書
王
国
光
題
、
為
帰
併
職
掌
、
以
一
法
守
、
以
便
責
成
。
議
欲
以
北
直
隷
府
・
州
・
衛
帰
併
于
福
建
司
。
南
直
隷
府
・
州
・
衛
帰
于
四
川
司
。
各
辺
中
外
並
之
山
東
司
。
臨
德
諸
倉
併
之
雲
南
司
。
御
馬
・
象
房
・
二
十
四
馬
房
倉
帰
于
広
西
司
。
崇
文
・
許
墅
・
河
西
・
臨
清
各
関
税
帰
于
貴
州
司
。
一
方
同
司
、
一
事
専
管
、
則
総
核
者
有
所
責
成
、
承
行
者
庶
無
推
諉
、
可
久
之
規
也
。
奉
旨
。
這
各
司
職
務
既
分
属
明
白
、
都
依
擬
、
著
永
為
遵
守
。
你
毎
堂
上
官
還
要
精
核
責
成
、
毋
容
怠
玩
曠
職
」
と
あ
る
。
ま
た
『
明
史
』
巻
二
二
五
「
王
国
光
伝
」
に
103 明末の財政管理について（時）
は
「
天
下
銭
穀
散
隷
諸
司
、
国
光
請
帰
併
責
成
、
畿
輔
府
州
県
帰
福
建
司
、
南
畿
帰
四
川
司
、
塩
課
帰
山
東
司
、
関
税
帰
貴
州
司
、
淮
、
徐
、
臨
、
徳
諸
倉
帰
雲
南
司
、
御
馬
、
象
房
及
二
十
四
馬
房
芻
料
帰
広
西
司
。
遂
為
定
制
」
と
あ
る
。「
塩
課
帰
山
東
司
」
は
『
明
史
』
の
み
に
見
ら
れ
る
が
、
注
43
で
後
述
す
る
よ
う
に
『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
の
内
容
か
ら
考
え
れ
ば
、
遅
く
と
も
弘
治
元
年
（
一
四
八
八
）
に
は
山
東
清
吏
司
が
塩
課
を
掌
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
万
暦
三
年
よ
り
山
東
清
吏
司
の
塩
課
に
対
す
る
管
理
を
明
文
化
し
た
の
だ
ろ
う
。
（
14
）　
正
徳
年
間
に
つ
い
て
は
『
正
徳
会
典
』
巻
三
「
官
制
一
」「
戸
部
」、
万
暦
年
間
に
つ
い
て
は
『
万
暦
会
典
』
巻
二
「
戸
部
」、
崇
禎
年
間
に
つ
い
て
は
、「
題
議
裁
汰
本
部
冗
員
疏
」（『
度
支
奏
議
』「
広
東
司
」
巻
一
、 
六
冊
・
五
五
三
頁
）
を
参
照
。
こ
れ
は
崇
禎
二
年
四
月
十
三
日
、
戸
部
の
人
員
を
削
減
し
よ
う
と
し
た
上
奏
文
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
文
の
内
容
に
よ
り
、
崇
禎
二
年
四
月
前
後
の
戸
部
人
員
の
構
成
が
わ
か
る
。
戸
部
は
人
員
を
削
減
し
た
後
、
寧
遠
餉
司
の
郎
中
、
東
江
餉
司
の
郎
中
を
除
き
、
す
べ
て
『
万
暦
会
典
』
に
記
載
さ
れ
る
規
定
に
戻
し
た
。
（
15
）　
『
英
宗
実
録
』
巻
一
八
四
、
正
統
十
四
年
十
月
甲
子
条
、「
擢
進
士
鄭
和
、
趙
蕃
、
楊
紹
、
江
真
、
知
県
楊
寿
、
劉
豫
、
張
禎
、
董
英
、
監
生
馮
敬
、
丘
逵
、
韓
文
、
陸
禎
、
陳
安
倶
為
戸
部
主
事
、
専
理
京
師
各
門
、
預
備
糧
儲
。
以
虜
寇
臨
城
、
戸
部
奏
請
添
置
故
也
」。
（
16
）　
『
万
暦
会
典
』
巻
二
、「
戸
部
」。『
神
宗
実
録
』
巻
一
〇
八
、万
暦
九
年
正
月
辛
未
条
、「
吏
部
査
議
裁
革
在
京
各
衙
門
官
。
戸
部
浙
江
、
湖
広
、
河
南
、
福
建
、
広
東
、
広
西
司
主
事
各
一
員
。
江
西
、
雲
南
、
山
東
、
四
川
、
山
西
、
貴
州
司
各
二
員
。
陝
西
司
三
員
」、
及
び
『
神
宗
実
録
』
巻
一
三
九
、万
暦
十
一
年
七
月
乙
酉
条
「
命
戸
部
浙
江
司
、
江
西
司
、
福
建
司
、
山
東
司
、
山
西
司
、
河
南
司
、
四
川
司
、
陝
西
司
、
雲
南
司
、
貴
州
司
、
礼
部
儀
制
司
、
祠
祭
司
、
主
客
司
、
兵
部
武
選
司
、
職
方
司
各
復
設
主
事
一
員
」
で
確
認
で
き
る
。
（
17
）　
『
万
暦
会
典
』
巻
二
、「
戸
部
」
条
、「
嘉
靖
三
十
八
年
、
添
設
雲
南
司
郎
中
一
員
、
管
理
糧
運
。
貴
州
司
郎
中
一
員
、
総
理
密
雲
糧
儲
。
四
十
三
年
、
添
設
貴
州
司
郎
中
一
員
、
総
理
永
平
糧
儲
。
隆
慶
六
年
、
添
設
雲
南
司
郎
中
一
員
、
東
官
庁
收
放
銭
糧
。」
（
18
）　
例
え
ば
、『
熹
宗
実
録
』
巻
十
一
天
啓
元
年
六
月
壬
辰
条
「
差
戸
部
江
西
司
主
事
康
爾
韞
管
河
西
鈔
関
」、
巻
十
二
天
啓
元
年
七
月
庚
戌
条
「
差
戸
部
陝
西
司
主
事
丁
魁
楚
天
津
管
糧
」、
巻
十
四
天
啓
元
年
九
月
癸
亥
条
「
差
戸
部
山
西
司
郎
中
霍
允
猷
管
薊
州
糧
儲
」、
巻
二
十
六
天
啓
二
年
九
月
丁
巳
条
「
差
戸
部
江
西
司
郎
中
周
之
大
永
平
管
糧
。
四
川
司
主
事
涂
喬
芳
管
滸
墅
鈔
関
」。
こ
の
よ
う
な
例
は
多
く
存
在
し
て
い
る
。
（
19
）　
「
題
覆
会
議
辺
餉
議
単
十
二
款
」（『
度
支
奏
議
』「
堂
稿
」
巻
五
、
一
冊
・
二
一
一
頁
）
に
お
い
て
、
戸
部
が
軍
事
費
を
提
供
す
る
た
め
、
土
地
税
の
加
派
を
除
き
、
多
く
の
対
策
を
行
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
な
お
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
李
華
彦
『
財
之
時
者
―
―
戸
部
尚
書
畢
自
厳
与
晚
明
財
税
（
一
六
二
八
〜
一
六
三
三
）』
第
五
章
「
畢
自
厳
的
財
経
思
維
和
規
画
」（
王
明
蓀
主
編
『
古
代
歴
史
文
化
研
究
輯
刊
』
八
編
、
第
十
六
冊
、
花
木
蘭
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
九
月
）
を
参
照
。
（
20
）　
寧
遠
・
東
江
両
餉
司
は
後
文
で
検
討
す
る
新
餉
司
と
の
関
係
を
示
す
史
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、『
崇
禎
長
編
』
巻
十
、
崇
禎
元
104
年
六
月
壬
子
に
は
、「
専
理
東
江
餉
務
戸
部
員
外
郎
黄
中
色
覈
東
江
兵
三
万
有
奇
、
具
疏
上
聞
」
と
あ
る
。
も
し
東
江
兵
餉
を
担
当
す
る
も
の
が
戸
部
員
外
郎
で
あ
っ
て
郎
中
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
東
江
餉
司
の
行
政
レ
ベ
ル
は
新
餉
司
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
（
21
）　
以
上
の
畢
自
厳
の
経
歴
は
『
明
淄
川
畢
少
保
公
年
譜
』（
一
巻
、
畢
盛
鑑
著
、
鈔
本
、
東
洋
文
庫
II
―
一
〇
―
C
―
一
一
二
）、『
明
史
』
巻
二
五
六
「
畢
自
厳
伝
」、『
光
宗
実
録
』、『
熹
宗
実
録
』、『
崇
禎
長
編
』、
及
び
李
華
彦
著
書
（
注
19
）
第
三
章
「
畢
自
厳
的
家
世
与
生
平
歴
練
」
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
畢
自
厳
の
事
績
は
、『
明
史
』
の
ほ
か
、蔣
平
階
の
『
畢
少
保
公
伝
』（『
明
季
遼
事
叢
刊
』
に
所
収
、 
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
六
年
）
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
未
見
。
（
22
）　
筆
者
が
使
用
す
る
版
本
は
北
京
図
書
館
収
蔵
の
崇
禎
刻
本
で
あ
る
。
こ
の
版
本
は
一
九
九
五
年
に
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
、『
続
修
四
庫
全
書
』
の
一
部
（
史
部
四
八
三
〜
四
九
〇
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。『
賦
役
全
書
』
の
編
纂
は
、
崇
禎
三
年
五
月
の
時
点
で
な
お
道
半
ば
で
あ
っ
た
（「
堂
稿
」
巻
十
四
、「
修
書
司
官
遴
選
補
題
疏
」
一
冊
・
六
二
七
頁
）。
（
23
）　
な
お
吉
尾
寛
「
明
末
の
戸
部
尚
書
畢
自
厳
の
兵
餉
運
営
に
対
す
る
一
視
点
―
―
『
度
支
奏
議
』「
堂
稿
巻
」
部
に
記
載
さ
れ
る
数
値
史
料
を
手
が
か
り
に
し
て
」（
岩
井
茂
樹
編
『
中
国
近
世
社
会
の
秩
序
形
成
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
は
一
千
九
百
八
十
四
本
と
す
る
が
、「
堂
稿
」、「
新
餉
司
」、「
辺
餉
司
」、
「 
浙
江
司
」、「
湖
広
司
」、「
四
川
司
」、「
雲
南
司
」、「
貴
州
司
」、「
山
西
司
」「
陝
西
司
」
で
収
録
本
数
を
誤
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
24
）　
佐
藤
文
俊
『
明
代
王
府
の
研
究
』（
研
文
出
版
、一
九
九
九
年
二
月
）
の
第
一
部
第
三
章
「
王
府
分
封
と
地
方
社
会
」（
初
出
一
九
九
七
年
）、
第
二
部
第
七
章
「
清
初
に
お
け
る
旧
明
朝
の
王
府
荘
田
」（
初
出
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。
（
25
）　
恵
王
は
万
暦
二
十
九
年
に
封
じ
ら
れ
、
天
啓
七
年
に
湖
広
省
の
荊
州
府
へ
移
動
し
た
。
桂
王
は
万
暦
二
十
九
年
に
封
じ
ら
れ
、
天
啓
七
年
湖
広
省
の
衡
州
府
へ
移
動
し
た
。（『
明
史
』
巻
一
〇
四
、「
諸
王
世
表
五
」
を
参
照
）
（
26
）　
「
福
建
司
」
に
は
藩
王
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
外
戚
の
こ
と
も
多
く
述
べ
ら
れ
る
。「
山
東
司
」
に
は
塩
税
収
入
の
一
部
を
藩
王
の
宗
禄
へ
提
供
す
る
記
載
が
多
く
存
在
す
る
。
（
27
）　
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
天
啓
年
間
に
湖
広
省
へ
移
動
し
た
恵
王
、
桂
王
に
提
供
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
戸
部
は
各
地
の
官
庁
に
協
済
銀
を
出
さ
せ
た
が
、
各
地
の
官
庁
が
規
定
の
銀
を
完
全
に
は
提
供
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
戸
部
は
太
倉
庫
よ
り
各
種
の
財
源
よ
り
経
費
を
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た（「
藩
工
協
済
未
清
全
楚
京
辺
久
逋
疏
」、
「
冊
庫
」
巻
一
、 
八
冊
・
五
五
二
頁
）。
第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
太
倉
庫
が
主
に
辺
餉
（
旧
餉
）
を
支
え
て
い
る
。
戸
部
は
軍
需
頻
発
の
時
期
に
お
い
て
も
、
手
を
焼
く
藩
王
に
対
し
て
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（
28
）　
崇
禎
年
間
、
清
朝
が
国
境
線
を
越
え
、
何
回
も
明
朝
の
内
地
を
攻
撃
し
た
。
例
え
ば
、崇
禎
二
（
一
六
二
九
）
年
十
月
、七
（
一
六
三
四
）
年
七
月
、
八
（
一
六
三
五
）
年
八
月
、
九
（
一
六
三
六
）
年
九
月
、
十
一
（
一
六
三
八
）
年
九
月
、十
五
年
（
一
六
四
二
）
十
月
で
あ
る
。
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『
度
支
奏
議
』
で
言
及
さ
れ
る
侵
入
は
、
崇
禎
二
年
の
末
か
ら
三
年
の
初
め
に
か
け
、
清
朝
が
初
め
て
中
国
の
内
地
へ
侵
入
し
た
己
巳
の
変
で
あ
る
。
（
29
）　
『
度
支
奏
議
』
に
出
現
し
た
漕
運
総
督
の
官
銜
は
一
般
的
に
総
督
漕
運
・
提
督
軍
務
・
巡
撫
鳳
陽
等
處
地
方
・
兼
理
海
防
・
戸
部
右
侍
郎
・
兼
都
察
院
右
僉
都
御
史
で
あ
る
。
な
お
、
漕
運
総
督
に
関
す
る
詳
細
な
沿
革
は
黄
仁
宇
著
、
張
皓
・
張
升
訳
『
明
代
的
漕
運
』（
九
州
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
二
月
、
初
出
一
九
六
四
年
）
第
三
章
「
明
代
管
理
大
運
河
的
行
政
機
構
」
で
確
認
で
き
る
。
（
30
）　
李
洵
『
明
史
食
貨
志
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
、
一
一
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
南
糧
と
は
長
江
中
下
流
に
お
け
る
浙
江
、
江
西
、
湖
広
、
南
京
、
蘇
州
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
漕
運
の
米
を
指
す
。
ま
た
白
糧
と
は
江
南
五
府
よ
り
内
府
へ
輸
出
さ
れ
る
白
米
で
あ
る
（
同
書
一
二
七
頁
）。
な
お
、
江
南
五
府
は
蘇
州
府
、
松
江
府
、
常
州
府
、
嘉
興
府
、
湖
州
府
で
あ
り
、
現
在
の
長
江
デ
ル
タ
に
相
当
す
る
。
明
末
に
入
る
と
、
白
糧
は
五
府
に
と
っ
て
す
で
に
重
い
税
金
と
な
っ
て
い
た
（「
覆
総
漕
総
河
題
議
催
儹
白
糧
疏
」「
四
川
司
」
巻
四
、六
冊
・
四
五
二
頁
）。
（
31
）　
「
雲
南
司
」
の
序
（
七
冊
・
五
九
頁
）
に
は
、「
余
待
辠
度
支
日
久
、
新
旧
二
餉
外
、
惟
漕
運
為
鉅
、
而
区
区
節
省
拮
据
一
念
、
実
与
新
旧
二
餉
鼎
立
而
為
三
繇
」
と
あ
る
。
（
32
）　
「
題
覆
比
城
考
成
捕
塩
各
官
疏
」（「
山
東
司
」
巻
四
、五
冊
・
七
一
五
頁
）
に
は
、「
国
家
設
漕
糧
以
給
京
軍
、
設
塩
筴
以
資
辺
戍
、
関
係
並
重
。」と
あ
る
。
ま
た「
題
覆
長
蘆
塩
院
喩
思
恂
条
陳
塩
法
疏
」
（「
山
東
司
」
巻
一
、 
五
冊
・
五
九
〇
頁
）
に
は
、「
国
家
財
用
自
税
糧
正
賦
之
外
、
惟
塩
筴
是
頼
。」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
題
覆
御
史
張
養
条
陳
両
淮
塩
法
疏
」（「
山
東
司
」
巻
一
、 
五
冊
・
五
六
四
頁
）
に
は
、「
国
家
財
賦
半
居
塩
筴
、
而
両
淮
又
居
塩
筴
之
半
。」
（
33
）　
例
え
ば
、
岩
井
氏
は
『
中
国
近
世
財
政
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
第
一
章
第
一
節
「
歳
入
歳
出
構
造
」（
初
出
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
明
末
と
清
初
の
歳
入
構
造
を
述
べ
た
。
（
34
）　
「
覆
御
史
黄
仲
曄
補
還
青
銀
僉
報
流
商
疏
」（「
広
西
司
」
巻
一
、 
六
冊
・
五
七
〇
頁
）。
草
料
を
招
商
買
弁
の
形
式
で
購
入
す
る
銀
は
戸
部
の
太
倉
庫
よ
り
支
給
さ
れ
、「
青
銀
」
或
い
は
「
巡
青
銀
」
と
呼
ば
れ
る
。
な
お
招
商
買
弁
、
巡
青
銀
の
説
明
な
ど
は
連
啓
元
の
「
明
代
的
巡
青
史
」（『
明
史
研
究
専
刊
』
第
十
五
期
、
明
史
研
究
小
組
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）
を
参
照
。
（
35
）　
明
代
以
前
の
捐
納
、
及
び
明
代
に
お
け
る
捐
納
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
伍
躍
の
『
中
国
の
捐
納
制
度
と
社
会
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
二
月
）
を
参
照
。
（
36
）　
陝
西
清
吏
司
の
こ
と
は
『
万
暦
会
典
』
巻
三
十
七
、課
程
六
、「
茶
」
条
に
書
い
て
な
い
。
ま
た
魏
志
静「
明
代
茶
法
研
究
」（
二
〇
〇
七
年
、
中
国
政
法
大
学
へ
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
、
C
N
K
I
か
ら
入
手
）
第
三
章
「
明
代
茶
法
的
発
展
」
第
一
節
「
洪
武
、
永
楽
時
期
榷
茶
制
度
的
建
立
」
に
お
い
て
、
明
代
に
お
け
る
茶
法
の
管
理
は
茶
馬
司
、
茶
課
司
及
び
あ
る
地
方
官
庁
と
関
係
が
あ
る
と
述
べ
、
戸
部
陝
西
清
吏
司
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
（
37
）　
「
覆
梁
大
司
馬
条
議
茶
法
疏
」（『
度
支
奏
議
』「
陝
西
司
」
巻
三
、
八
冊
・
六
五
一
頁
）
に
は
、「
…
…
欽
遵
抄
出
到
部
送
司
。
査
得
、
106
疏
内
茶
法
一
款
、
事
隷
陝
西
司
掌
行
、
相
応
移
付
単
疏
議
覆
等
因
。」
と
あ
る
。
な
お
、茶
馬
司
は
陝
西
と
四
川
の
両
方
に
設
置
さ
れ
た
が
、
『
度
支
奏
議
』
の
「
四
川
司
」
で
は
茶
法
に
関
す
る
上
奏
文
は
見
ら
れ
な
い
。
陝
西
清
吏
司
、
茶
馬
司
、
茶
法
の
管
理
と
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
（
38
）　
「
題
議
裁
汰
本
部
冗
員
疏
」（「
広
東
司
」巻
一
、 
六
冊
・
五
五
三
頁
）、
「
題
主
事
盧
世
進瀋
終
養
疏
」（「
広
東
司
」
巻
一
、 
六
冊
・
五
五
五
頁
）、
「
題
参
梁
応
科
仮
印
移
咨
疏
」（「
広
東
司
」巻
一
、 
六
冊
・
五
五
六
頁
）、
「
題
郎
中
張
朝
綱
請
復
俸
級
疏
」（「
広
東
司
」
巻
一
、 
六
冊
・
五
六
六
頁
）。
（
39
）　
「
査
催
司
属
赴
部
供
職
疏
」（「
堂
稿
」巻
十
一
、 
一
冊
・
四
八
八
頁
）。
（
40
）　
『
計
部
奏
疏
』（
李
起
元
『
計
部
奏
疏
』
巻
十
「
広
東
司
」、『
中
国
文
献
珍
本
叢
書
』
に
所
収
、
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
に
は
広
東
清
吏
司
が
地
方
官
の
徴
税
に
関
す
る
考
成
を
処
理
し
た
上
奏
文
が
存
在
す
る
。
も
と
よ
り
部
内
の
人
事
を
担
当
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
は
地
方
官
の
考
成
に
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
詳
細
な
考
察
を
別
稿
に
譲
り
た
い
。
（
41
）　
表
一
を
参
照
。
多
く
の
清
吏
司
に
は
郎
中
が
一
人
、
員
外
郎
が
一
人
い
る
が
、
陝
西
清
吏
司
に
は
郎
中
が
三
人
、
員
外
郎
が
一
人
お
り
、
山
西
清
吏
司
に
は
郎
中
が
四
人
、
員
外
郎
が
一
人
い
る
。
（
42
）　
李
華
彦
は
氏
の
著
書
（
注
21
）
第
五
章
「
畢
自
厳
的
財
経
思
維
和
規
劃
」（
七
十
一
〜
七
十
七
頁
）
に
お
い
て
、『
度
支
奏
議
』
に
「
欽
奉
上
伝
覆
査
外
解
拖
欠
疏
」（「
堂
稿
」
巻
二
、 
一
冊
・
三
七
頁
）、「
辺
塞
呼
籲
日
聞
京
辺
起
解
中
断
疏
」（「
堂
稿
」
巻
七
、 
一
冊
・
二
七
六
頁
）
に
よ
り
、
天
啓
六
年
、
七
年
、
崇
禎
元
年
に
お
け
る
新
餉
、
旧
餉
、
京
運
年
例
銀
、
旧
餉
の
塩
税
に
関
す
る
各
地
の
徴
収
状
況
を
整
理
し
、
表
を
作
成
し
た
。
広
東
省
は
新
餉
、
旧
餉
、
京
運
年
例
銀
を
全
部
徴
収
し
戸
部
へ
送
っ
て
い
る
。
広
東
提
挙
司
は
崇
禎
元
年
の
旧
餉
塩
税
に
つ
い
て
、
四
七
％
の
税
金
を
滞
納
し
て
い
た
。
（
43
）　
「
巡
塩
御
史
査
究
勢
要
頂
名
中
塩
例
」（『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
巻
十
九
、第
一
条
。『
中
国
珍
稀
法
律
典
籍
集
成
』乙
編
第
四
冊
に
所
収
）。 
（
44
）　
『
熹
宗
実
録
』
巻
一
、
泰
昌
元
年
九
月
甲
午
条
、「
戸
部
尚
書
李
汝
華
請
立
新
餉
司
、
専
理
遼
餉
五
百
余
万
、
而
以
本
部
原
任
主
事
鹿
善
継
董
其
事
。
上
従
之
。」
（
45
）　
『
熹
宗
実
録
』
巻
十
七
、
天
啓
元
年
十
二
月
辛
巳
条
、「
戸
部
議
設
冊
庫
一
差
、
総
十
三
司
歳
額
銭
糧
、
請
鋳
給
関
防
。
許
之
。」
（
46
）　
『
熹
宗
実
録
』
巻
八
十
七
、
天
啓
七
年
八
月
乙
巳
条
、「
戸
部
請
設
督
餉
専
官
。
得
旨
。
辺
餉
重
務
、
照
倉
場
銭
法
例
、
宜
専
官
、
説
得
是
。
著
将
該
部
左
侍
郎
加
督
理
辺
餉
字
様
、
専
董
其
事
、
公
挙
堪
任
的
來
看
。
至
専
理
辺
餉
司
官
選
精
敏
的
、
加
銜
用
。
其
堂
司
官
応
鋳
関
防
、
倶
如
議
行
。
卿
掌
邦
計
、
辺
腹
財
賦
咸
所
提
衡
、
還
宜
兼
総
其
成
、
以
裕
辺
儲
。」
（
47
）　
管
理
内
容
は
注
48
を
参
照
。
全
称
に
つ
い
て
は
、「
冊
庫
」
に
所
収
さ
れ
る
上
奏
文
を
読
め
ば
了
解
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
「
題
覆
浙
江
山
東
甘
粛
冗
官
冗
役
疏
」（「
冊
庫
」
巻
一
、 
八
冊
・
五
五
五
）
に
は
、
「
題
為
汰
冗
已
経
奏
報
、
助
餉
不
宜
緩
期
、
懇
乞
聖
明
敕
令
、
速
行
扣
解
、
以
裕
国
計
事
。
冊
庫
山
西
清
吏
司
案
呈
、
崇
禎
三
年
二
月
初
五
日
奉
本
部
送
戸
科
抄
出
…
…
」
と
あ
る
。
（
48
）　
「
題
王
員
外
接
管
辺
餉
司
疏
」（「
山
東
司
」
巻
二
、 
五
冊
・
六
〇
一
頁
）
に
は
、「
本
部
冊
庫
之
設
、
総
核
省
直
之
完
欠
、
任
綦
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重
責
綦
厳
矣
。
先
年
臣
部
又
以
各
辺
旧
餉
無
一
責
成
、
特
題
設
専
理
辺
餉
司
。
凡
各
辺
之
額
餉
有
無
加
増
、
京
民
二
運
有
無
完
欠
、
各
辺
餉
之
可
否
生
節
、
各
辺
事
之
条
陳
章
奏
尽
以
責
之
。
仍
以
管
冊
庫
官
兼
摂
、
是
前
此
冊
庫
止
職
其
入
、
今
此
冊
庫
復
職
其
出
、
不
勝
其
綦
且
難
矣
」
と
あ
る
。
（
49
）　
例
え
ば
、
支
出
を
切
り
詰
め
る
た
め
に
、
各
地
に
お
い
て
人
員
を
削
減
す
る
状
況
、
各
地
の
官
庁
が
戸
部
か
ら
借
り
た
協
済
銀
に
関
す
る
状
況
な
ど
で
あ
る
。
（
50
）　
「
庫
支
日
増
外
解
日
緩
疏
」、「
辺
儲
匱
乏
已
極
疏
」、「
蒙
恩
簡
抜
敬
竭
芻
蕘
疏
」（
李
起
元
『
計
部
奏
疏
』
巻
十
「
冊
庫
」。
三
本
の
上
奏
文
は
「
冊
庫
」
に
所
収
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
考
成
法
と
関
わ
っ
て
い
る
。
冊
庫
司
は
税
金
の
徴
収
状
況
、
即
ち
滞
納
状
況
を
管
理
し
て
い
る
。
し
か
も
滞
納
問
題
は
徴
収
官
員
に
対
す
る
考
成
と
非
常
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
以
上
の
二
点
に
よ
り
、
冊
庫
司
が
徴
税
に
関
す
る
考
成
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
具
体
的
分
析
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
（
51
）　
新
餉
司
の
全
称
は
注
47
を
参
照
。
（
52
）　
例
え
ば
、「
辺
餉
司
」
に
は
専
理
辺
餉
山
西
清
吏
司
、
専
理
新
餉
辺
餉
司
、
専
理
辺
餉
新
餉
司
、
旧
餉
司
、
辺
餉
司
と
い
う
様
々
な
名
称
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
上
奏
文
の
内
容
よ
り
、
辺
餉
司
の
全
称
は
判
断
し
難
い
が
、
辺
餉
司
を
名
称
と
す
る
頻
度
は
極
め
て
多
い
。
（
53
）　
京
運
年
例
銀
、
民
運
銀
に
関
す
る
説
明
は
頼
建
誠
の
『
辺
鎮
糧
餉
―
―
明
代
中
後
期
的
辺
防
経
費
与
国
家
財
政
危
機
、
一
五
三
一
―
一
六
〇
二
』（
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
を
参
照
。
頼
氏
は
『
万
暦
会
計
録
』
を
中
心
史
料
と
し
て
、
著
書
の
第
二
編
の
第
五
章
と
第
八
章
で
民
運
銀
と
京
運
年
例
銀
を
詳
し
く
検
討
し
た
。
（
54
）　
李
氏
著
書
（
注
19
）
第
五
章
「
畢
自
厳
的
財
経
思
維
和
規
劃
」、
七
十
二
頁
。
（
55
）　
李
氏
著
書
（
注
19
）
第
五
章
、
七
十
一
〜
七
十
六
頁
。
（
56
）　
朱
慶
永
「
明
末
遼
餉
問
題
」（
一
）（『
政
治
経
済
学
報
』
第
四
巻
第
一
期
、
一
九
三
五
年
九
月
）。
（
57
）　
林
美
玲
『
晩
明
遼
餉
研
究
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）「
前
言
」。
（
58
）　
吉
尾
寛
論
文
（
注
23
）。
（
59
）　
「
新
餉
司
」
序
（
二
冊
・
二
八
四
頁
）、「
刻
『
度
支
奏
議
』
新
餉
居
其
四
五
、
刻
新
餉
奏
議
芟
佚
尚
居
其
二
三
。」
（
60
）　
『
神
宗
実
録
』
巻
五
七
一
、 
万
暦
四
十
六
年
六
月
辛
酉
条
、「
戸
部
議
添
設
督
餉
司
属
以
便
責
成
。
謂
援
兵
糧
餉
、
除
請
発
内
帑
十
万
、
太
僕
寺
二
十
万
、
工
部
二
十
万
、
先
已
解
去
。
又
議
借
南
京
戸
、
兵
、
工
銀
五
十
万
、
今
已
差
官
領
解
。
此
後
收
支
頭
緒
甚
煩
、
請
照
援
朝
鮮
例
、
添
設
司
属
一
員
、
加
郎
中
職
銜
、
給
敕
書
、
関
防
等
項
、
随
軍
督
餉
、
府
佐
軍
衛
営
操
等
官
、
悉
聴
挙
劾
、
有
勤
労
聴
本
部
考
核
優
敘
。
従
之
。」
（
61
）　
『
光
宗
実
録
』
巻
六
、
泰
昌
元
年
八
月
壬
戌
条
、「
命
給
戸
部
専
理
遼
東
新
餉
関
防
、
先
是
該
部
以
遼
東
新
餉
煩
鉅
、
議
増
山
東
司
官
一
員
専
任
料
理
、
以
江
西
司
員
外
楊
嗣
昌
陞
補
、
至
是
請
給
関
防
、
以
杜
詐
偽
。
従
之
。」
（
62
）　
『
熹
宗
実
録
』
巻
一
、
泰
昌
元
年
九
月
乙
酉
条
、「
命
造
戸
部
専
理
新
餉
関
防
、
為
郎
中
楊
嗣
昌
給
也
。」
（
63
）　
前
注
44
108
（
64
）　
楊
嗣
昌
が
新
餉
司
郎
中
を
務
め
た
際
の
上
奏
文
は
『
楊
嗣
昌
集
』
（
梁
頌
成
輯
校
、
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
巻
二
〜
巻
四
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
内
容
か
ら
は
、
他
の
郎
中
と
と
も
に
勤
務
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
（
65
）　
曽
美
芳
「
晚
明
戸
部
的
戦
時
財
政
運
作
―
以
己
巳
之
変
為
中
心
」
（
二
〇
一
三
年
、
国
立
曁
南
国
際
大
学
歴
史
研
究
所
へ
提
出
し
た
博
士
論
文
、
台
湾
博
碩
士
論
文
知
識
系
統
よ
り
入
手
）。
著
者
は
『
度
支
奏
議
』
に
お
け
る
多
く
の
上
奏
文
に
よ
り
、
崇
禎
二
年
〜
三
年
の
戸
部
属
官
の
表
を
作
成
し
た
。
（
66
）　
『
度
支
奏
議
』「
辺
餉
司
序
」（
五
冊
・
二
頁
）、「
同
事
諸
大
夫
則
有
若
三
輔
張
鵬
翀
、
二
東
王
肇
生
、
三
巴
喩
思
慥
、
三
楚
謝
肇
玄
…
…
」。
曾
美
芳
氏
の
研
究
（
前
注
65
）
に
よ
れ
ば
張
鵬
翀
、王
肇
生
、
喩
思
慥
、
謝
肇
玄
は
す
べ
て
郎
中
で
あ
る
。
な
お
、
張
鵬
翀
も
新
餉
司
に
勤
め
て
い
た
。
さ
ら
に
「
新
餉
司
」
に
よ
れ
ば
、
新
餉
清
吏
司
が
辺
餉
清
吏
司
と
と
も
に
業
務
を
処
理
す
る
ケ
ー
ス
が
存
在
し
て
い
る
（
例
え
ば
「
覆
王
冏
卿
挙
劾
両
広
完
欠
各
官
疏
」、三
冊
・
五
二
頁
）。
こ
う
し
た
記
録
か
ら
、
戸
部
内
の
人
事
異
動
で
は
業
務
の
緩
急
・
多
寡
に
し
た
が
っ
て
、
頻
繁
に
異
動
す
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
（
67
）　
『
熹
宗
実
録
』
巻
七
、
天
啓
元
年
閏
二
月
乙
酉
条
、「
経
略
遼
東
袁
応
泰
条
奏
、
夷
氛
方
熾
…
…
又
言
戸
部
之
新
餉
司
、
兵
部
之
職
方
司
、
工
部
之
虞
衡
都
水
司
、
皆
当
与
遼
事
始
終
…
…
」。
（
68
）　
『
崇
禎
長
編
』
巻
三
十
八
、
崇
禎
三
年
九
月
壬
午
条
、「
帝
諭
吏
部
、
都
察
院
曰
、
餉
務
殷
煩
、
戸
部
尚
書
総
領
綱
維
、
左
右
侍
郎
二
員
誼
當
分
任
、
自
今
一
管
旧
餉
、
一
管
新
餉
、
及
戸
科
給
事
中
二
員
、
一
核
部
餉
、
一
核
辺
鎮
軍
馬
…
…
」。
（
69
）　
剿
餉
、
練
餉
は
い
ず
れ
も
楊
嗣
昌
の
提
案
に
し
た
が
っ
て
徴
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
餉
司
・
辺
餉
司
の
よ
う
な
専
門
的
剿
餉
司
は
設
置
さ
れ
ず
、
た
だ
大
臣
一
人
に
剿
餉
を
管
理
さ
せ
た
（「
敬
陳
安
内
第
一
要
務
疏
」『
楊
嗣
昌
集
』
巻
十
）。
な
お
剿
餉
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
吉
尾
寛
『
明
末
の
流
賊
反
乱
と
地
域
社
会
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
II
の
第
一
章
「
明
朝
中
央
の
反
乱
平
定
策
―
―
楊
嗣
昌
の
施
策
に
即
し
て
―
―
」。
練
餉
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
郭
松
義
「
明
末
三
餉
加
派
」（『
明
史
研
究
論
叢
』
第
二
輯
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
六
月
）。
（
70
）　
練
餉
司
の
設
立
に
関
す
る
詳
細
な
史
料
は
残
存
し
て
い
な
い
が
、
以
下
の
史
料
か
ら
類
推
で
き
る
。
倪
元
璐
『
倪
文
貞
奏
疏
』
巻
八
「
覆
奏
並
餉
疏
」、「
…
…
今
據
新
餉
司
郎
中
張
鳴
駿
、
辺
餉
司
主
事
劉
顕
績
、
練
餉
司
員
外
郎
陳
扆
誦
会
称
…
…
」。
ま
た
崇
禎
年
間
に
戸
部
に
勤
め
て
い
た
戴
運
昌
に
つ
い
て
の
記
載
。
光
緒
『
祁
縣
志
』
巻
六
「
選
挙
」、（『
中
国
地
方
志
集
成
』「
山
西
府
県
志
輯
」
二
十
三
に
所
収
）
「
崇
正
（
禎
）
丁
丑
科
、
戴
運
昌
、
戸
部
練
餉
司
員
外
郎
」。
同
書
巻
七
「
郷
賢
」、「
戴
運
昌
、
光
啓
子
…
…
又
十
年
成
崇
禎
丁
丑
進
士
…
…
入
為
戸
部
練
餉
司
員
外
郎
…
…
」。
な
お
同
書
巻
十
四
「
芸
文
」
「
続
増
芸
文
」
に
は
戴
運
昌
の
伝
が
あ
る
。
（
71
）　
吉
尾
寛
論
文
（
注
23
）
（
72
）　
『
光
緒
会
典
』
巻
二
〇
〜
巻
二
三
。
（
73
）　
『
光
緒
会
典
』
巻
二
四
、「
捐
納
房
。
司
員
満
洲
六
人
、
漢
六
人
、
掌
捐
納
之
事
」。
（
74
）　
陳
鋒
『
清
代
財
政
政
策
與
貨
幣
政
策
研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
四
月
）。
